
,
 

わ
が
子
へ
の
 
愛
を
世
界
の

ど
の
子
に
も
 

国
際
児
童
年
を
記
念
し
た
市

子
ど
も
会
育
成
団
体
連
合
会
主

催
の
 
「子
ど
も
の
祭
典
」
が
八
 

月
三
日
、
市
庁
舎
前
お
祭
り
広

場
に
お
よ
そ
百
人
の
子
ど
も
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
お
年
寄
り

と
の
な
ご
や
か
な
交
歓
風
景
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
 

祭
典
で
は
、
開
会
式
の
あ
と

思
い
思
い
の
服
装
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

み
こ

し
ゃ
金
魚
ね
ぶ
た
を
か

つ
ぎ
市

中
パ
レ
ー
ド
、
子
ど
も
の
権
利

を
訴
え
ま
し
た
。
 

お
祭
り
広
場
に
設
け
ら
れ
た

子
ど
も
の
国
で
は
、
市
老
人
ク
 

ラ
ブ
連
合
会
会
員
の
指
導
で
ワ

ラ
ぞ
う
り
作
り
に
も
挑

戦
、
タ

コ
絵
作
り
や
遊
戯
に
興
じ
、
夏

の
日
の
楽
し

い

一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
 

（写
真
 
お
祭
り
広
場
で
）
 

な
ご
や
か
に
「子
ど
も
の
祭
典
」
 

お
年
寄
り
と
ぞ
う
り
作
り
も
 

世 帯 数 	14,446 

（昭和54年 8月1日現在）住民基本台帳から 27,169人 女 

よD、わう 
男 	25,597人 

円
 

q
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」
縄）
 

】
  
」
 

)
 

「灯油の確保 

③
選
挙

権
に
つ
い

て
 

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
次
ぎ
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
 

住
所

要

件
 

昭
和
五
十
四
年
五
月

十
日
ま
で
に
五
所
川
原
市
の
住
民
基

本
台
帳

へ
登
録
の
届
出
を
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
方
。
 

年

齢
要

件
 

昭
和
三
十
四
年
九
月

三
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。
 

③
市
内
転

居
者
の
投
票
所
に
つ
い

て
 

昭
和
五
十

四
年
七

月
三
十

一
日
ま
で

に
転
居
届
を
し
た
方
は
、
新
し
い
住
所

の
投
票
所
で
す
。
 

昭
和
五
十

四
年
八

月
一
日
か

ら
九
月

ニ
日
ま
で
転
居
し
た
方
は
、
前
住
所
の

投
票
所
で
す
。
 

O
不
在
者
投

票
に

つ
い
て
 

〇
次
の
よ
う
な
事
情
の
方
が
で
き
ま
す
 

＠
投

票
所

の
入
場

券
は
 

配
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、次
ぎ
の

事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
気
軽
に
あ
な

た
の
投
票
所
へ
お
越
し
下
さ
い
。
 

の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
て
産
経
会
館

四
階
会
議
室
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

m
投
票
当
日
、
出
張
と
か
出
稼
ぎ
な

ど
止
む
を
得
な
い

用
務
で
、

自

分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
に

出
る
方
、
ま
た
は
、
す
で
に
出
て

い
る
方
。
 

②
病
院
等
に
入
院
中
（
ま
た
は
、
入

院
予
定
）
の
方
。
 

③
投
票
当
日
前
後
に
出
産
予
定
の
方
。
 

〇
不
在
者
投
票
の
請
求
に
つ
い
て
は
、な

る
べ
く
告
示
の
前
に
請
求
し
て
下
さ

い
。
告
示
後
に
不
在
者
投
票
を
請
求

し
て
も
投
票
日
ま
で
に
、
ま
に
あ
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

〇
不
在
者
投

票
の
期
間

及
び
時
間
 

昭
和
五
十
四
年
八
月
ニ
十
三
日
か
ら

九
月
一
日
ま
で
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
 

青
森
県
市

長
会
 

（秋
山
八
戸
市
長
会

長
）
の
各
市
長
、
市

長
代
理
の
助
役
の
一

行
は
、
七
月
十
九
日

自
民
党
本
部
や

通
産

省
資
源
ェ
ネ
ル
ギ

ー
 

庁
を
訪
れ
、
冬
の
灯

油
確
保
対
策
で
陳
情

し
ま
し
た
。
 

一
行
は
河
本
敏
夫

自
民
党
政
調
会
長
は

じ
め
、
資
源
ェ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
竹
内
流
通

課
長
、
中
島
通
産
政

務
次
官
ら
と
会
い
、
 

家
庭
用
灯
油
の
確
保

を
中
心
に
、
ハ山
）
安定

的
供
給
の
確
保
、
②

価
格
の
安
定
、
③
適

正
化
を
図
る
た
め
の

指
導
強
化
 
の
三

点
に

つ
い
て
万
全
の

対
策
を
取
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
側
は
、
 

「原
油
の
入
着
状
況
 

か
ら
み
る
と
、
五
％
節
約
を
実

行
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
心
配
を
す

る
事
態
に
な
ら
な
い
は
ず
だ

…
」
 

と
説
明
し
、
 
「家
庭
用
灯
油
は
 
 

不
足
と
い
う
事
態
が

起
き
れ
ば
す
ぐ
に
原

因
を
調
べ
て
速
ゃ
か

に
対
処
す
る
態
勢
を

取
っ
て
お
り
、
消
費

者
に
心
配
を
さ
せ
る

よ
‘っ
な
こ
と
は
し
な

い
 

」
 
と
答え
た

と
い
う
。
 

一
行
は
ま
た
、
本

県
の
慣
習
と
し
て
秋

口
に

一
括
購
入
す
る

例
が
多

い
こ
と
を
指

摘
、
供
給
対
策
に
配

慮
す
る
よ
う
求
め
た

が
、
こ
れ
に
対
し
、
 

「
一
度
に
一
冬
分
を

供
給
で
き
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
自

信
は
持
て
な
い
が
、
 

そ
う
し
な
く
て
も
大

丈
夫
だ
と
思
っ
て
ほ

し
い
」
 
と
答
えた
と

い
・フ
。
 

資
源
ェ
ネ
ル
ギ

ー
 

庁
側
は

一
行
に
対
し
、
 

灯
油
不
足
の
状
態
が

起
き
た
場
合
、
 
「ど

こ
の
燃
料
店
で
入
手

で
き
な
く
な
っ
た
と

い
う
ふ
う
に
報
告
し

て
も
ら
え
れ
ば
、直
ち

に
流
通
系
路
を
追
っ

て
調
査
し
、
指
示
が
 

で
き
る
態
勢
に
な
っ
て
い
る
の

で
報
告
や
要
望
は
な
る
べ
く
具

体
的
に
拙
し
て
ほ
し
い

…
」
 
と

要
望
し
た
と
い
う
。
 

轟無1 

万全を」翼慧議需 

r
 

r
 



中I三：と 

、
 

〇
不
在
者
投
票
の
場
所
 

産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

〇
身
障
者
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
方
は
、
遅
く
と
も
選
挙
期
日

の
前
四
日
ま
で
に
、
郵
便
投
票
証
明

書
及
び
請
求
書
に
氏
名
（
自
書
）
押

印
し
て
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

③
縦
覧
期
間
及
び

場
所
 

期
日
昭
和
五
十
四
年
八
月
十
九
日
か
ら
 

八
月
ニ
十
ニ
日
ま
で
（
午
前
八
時
 

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

）
 

場
所
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
 

O

開
票
場
所
、

日
時
 

昭
和
五
十
四
年
九
月
二
日
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
、
五
所
川
原
市
民
体
育
館

③
参
観

人
に
注

意
 

投
票
結
果
の
誤
報
等
防
止
の
た
め
、
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・
望
遠
鏡
等
の
持
ち
込

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
 

③
選
挙
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
選
挙
管
理
委
員
会

（
曹⑤

二
一
一
一
番

・
内
線
三
二
七
ー
三
二
九

番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

③（第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和54年（1979年） 8月15日（453号） 

あ
な
た
の
投
票
所
は
次

の
と
お
り
で

す
 

15 14 13 12 I0 9
  

8
  

7
  

6
  

5
  

4
  

3
  

2
  

投
票
区
 

松
 
島
 
会
 
館
 

一
野
坪
小
学
校
 

金
山

集
会

所
 

水
野
尾
集
会
所
 

松
 
島
 
支
 
所
 

田

川

集
会
所
 

沖
飯
詰
小
学
校
 

中
 
川
 
支
 所
 

湊
 
集
 
会
 
所
 

栄
 
小
 
学
 
校
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

森
 

の
 
家
 

南
 
小
 
学
 校
 

五
所

川
原
小
学

校
 

市
民
文
化
会
館
 

投
 
票
 
所
 

孝
鍋
か
折
o
A扇
‘
B
1詳
範
響
躍

1
町
）
 
 

一
野
坪
（

石
畑
、

中
村
、

前
泡

）
 
漆
川
（
十

川
町
、

漆

川
字
鍋
懸
七

七

ー
一
三

一
番
地
）
太

刀
打
（

尻
無
、

桃
崎

）
 
 

金
山

（悪
戸
、

田
中
、

野
崎
、

川
代
田
、

宮
田
）
 
 

水
野

尾
 

吹
畑
、

米
田
、
石
岡
、

漆
川
（

馬
性
）
唐
笠

柳
 

田
川
 

沖
飯

詰
、
桜
田
 

長
橋
（

広
野
、

藤
島
）

川
山
、

種
井
 

湊
（
千

鳥
、

船
越
〕
 
 

姥
浪

（
桜
木
、
菖
蒲
、
船
橋

）
稲
実
（
米
崎
、
開
野
、
稲
葉

）
 
 

七

ッ
館
、

広
田
、

み
ど
り
町
、

梅
田

（
一
部
）
 
 

（
岡
田
、

松
元
）
芭
蕉
、

中
平
井
町
十
三

の
四
 

五
八

の
三
、

三
四

の
二

ー
九
四
、

五
八

の
一

）
新
宮
町
 

新
宮
団

地

（
岡
田
橋
元
の
内
 
六

一
の
三
、

五
二
の
一
、
 
 

不
魚
住
）
 
 

栄
町
、

八
重
菊
、

田
町
、

新
町
、

元
町
、

平
和
町

（蓮
沼
 

東
雲
町
）
長
橋
（
橋
元

）
 
 

幾
島

町
、

柏
原

町
、
末
広
町
、

錦
町
、

雄
田

（
さ
っ
き
町
 

下
平
井
町
、

幾
世
森
、

中
平
井
町
、

上
平
井
町
、

敷
島
町
、
  

大
町
 

鎌
谷
町
（
鳥

森
、
 
「
ッ
谷
）
下
り

枝
、

弥
生
町
、

柳
町
、
  

東
町
、

布
屋
町
、

寺
町
、

岩
木

町
、

本
町
、

旭
町
、

川
端
町
 

あ
 

な
 
た
 
の
 
住
 
所
 

 

33 32 	31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 	20 1
9
 

 
18 17 博

  

投
票
区
 

小

曲

集
会
所
 

中

泉
集
会
所

梅
 
沢
 
支
 
所
 

俵
元
公
民
館
 

前
田
野

目
公
民

館
 

高
野
公
民
館
 

羽
野
木
沢
小
学

校
 

長

富

集
会

所
 

毘
沙
門
小
学

校
 

戸
沢

集
会
所
 

浅
井

集
会
所
 

松
野
木
小
学

校
 

飯
詰
公
民

館

野

里
小
学

校
 

飯
 
詰
 
支
 
所
 

藻

川
小
学

校
 

一
ニ好
中
学

校
 

高
瀬

集
会
所
 

投
 

票
 
所
 

小
曲
 

中泉
 
梅
田
 

俵
元
、

原
子

（
紅
葉
）
 
 

前
田
野
目
 

高
野
、

持
子
沢
 

原
子
、

羽
野
木
沢
 

，
  

長
富
 

毘
沙

門
 

戸
沢

（
石
田

坂
、
平
町

）
 
 

浅
井
 

松
野

木
（
大

開
、

福
岡
、

若
山
）
 
 

下
松
南
 

村
、
下
 

、
影
、
 

石
日
中
 

田
沢
下
 

野
里
、

神
山
、

福
山
、

豊
成
  

ー
寺
北
 

部
町
下
 
福
下
大
 

泉
岩
日
 

一
崎
町
 
部
上
大
 

一
町
正
 

、
町
 
西
、
 
岩
皆
 
崎
瀬
 長
五
 
坂
本
 

石
田
（
一

部

）
 
 

興
隆
、

朝
日
、

坂
上
南

新
、
北
新
、

中

町
、
下
町
、

伝
助
 

町
、

新
町
、

大
町
、

沢
田
、

白
旗
、

清
野
、

福
泉
（
一
部

）
 
 

川
  

鶴
ケ

岡
（
福
井

）
 
 

一局
瀬
 

あ
 
な
 

た
 
の
 
住
 
所
 

品 名 節約の 内容 f満需為‘ 全国の年間節約量 節約方法のボイ ン ト 

テ レ ビ 
テレビの視聴時間を 1日 1 

日蔀甘i短縮すると 

49kwh 
（石油換算 

12.7e) 

20億kwh 
（石油換算 

52万k) 

札幌市の年間
電力消費量に
相当 

・テレビは、っけっ放しにしないで中 
座したり、用事で暫く見ない時は、 
こまめにスイッチを切りましよう。 

照 	明 
60Wの白熱電球を15Wの蛍

光灯に変えると 

36kwh 

(9.4e) 

12億bh 

(32万k) 

福岡市の約半
年間の電力消
費量に相当 

・使わない部屋などの不要なあかり
はこまめに消しましよう。 

洗たく機 
洗たく物はまとめて洗い、 

すすぎの前に脱水すると 

29kwh 

(7.6e) 

10億如h 

(26万k) 

札幌市の半年
間の電力消費
量に相当 

・洗たく物は、洗たく機 1回分の容
量で、まとめて洗いましよう。 

掃除機 
掃除の前にフイルターや集
じん袋など、掃除機の手入
れをすると 

l8kwh 

(4.7e) 

6億kwh 

(16万kの 

鳥取県の半年
間の電力消費
量に相当 

.
 

ト
レ・
し

鼻
（』
ン

」
 
ル

ふ
 

一
洗
 
や

い
で
、
 
る

き
 
フ
ど
 

イ
占
（

」
 
タ
り
 

、
し
 
集

ま
洗
ん
よ
 
た
袋

う
 
く
はo

 
 

冷 	房 
、
ン
日
 
一
間

ン

j
と
 
デ、

 

1
 
1

よ
 

ョ
1
 

ナ
時
 
の
短
 

エ
使
縮
 
ア

用
す
 
一
時

る
 
コ
間
と
  

64kwh 

(16.7e ) 

8億bh 

(21万k) 

山梨県の半年
間の電力消費
量に相当 

・エアーコンデイショナーの設定温
度は、28C。にしましよう。 

冷蔵庫 
冷蔵庫の内容物を適正な量 
（内容積の30％程度）に保
っと 

l3kwh 

(3.4e) 

5億kwh 

(13万k) 

横浜市の 1カ
月の電力消費
量に相当 

・扉の開閉は、できるだけ少なくし
開放時間も短かくしましよう。 

風 	呂 
家族がそろって入れる時間

にわかし、連続して入ると 
7e 17万雇 

ドラム缶に入
れると約85万
本になる 

・浴槽に最初から適量の水を入れて
適温にわかして入りましよう。 

マイカー 
通勤やレジャーには、できるだ 
け大量輪送機関を利用し、マ 
イカー使用を 1割ひかえると 

128e 215万k 
霞ケ関ビル 4 
杯分強の量に
なる 

・自動車の速度はひかえ目に、でき
るだけ経済的な速度で走りましよ
フ o 

み
ん
な
で
や
ろ
う
 

エ
ネ
ル
ギ

ー
節
約
 

日
常

生
活
に
お
け

る

エ
ネ
ル
ギ
ー

の

節
約
方
法

と
節

約
効
果
 



しぶきをあげて 

、 一 、 一 
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市
連
合
P
T
A
・
市
教
育
委

員
会
主
催
の
 
「親
子
水
泳
教
室
」
 

が
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
、
 

五
所
川
原
小
学
校
な
ど
四
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。
 

初
日
の
五
小
で
は
、
お
よ
そ

八
十
人
の
小

・
中
学
生
、
保
護

者
が
参
加
、
鯵
ケ
沢
水
泳
協
会

会
員
の
熱
心
な
指
導
で
、
準
備
 

運
動
の
あ
と
泳
ぎ

の
基
礎
訓
練

を
受
け
ま
し
た
。
 

思
い
思
い
の
水
着
に
水
泳
帽

を
被
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お

母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
水
に
入

っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
、
プ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て

水
泳
の
初
歩
に
挑
戦
し

て
い
ま
 

広報ごしょがわら 

し
た
。
 

「まだ十分使えます」 

（第 3 種郵便物認可） 

力
サ
三
十
本
を
再
生
 

仲
良
き
会

（松
島
町
）
の
皆
さ
ん
 

助
会
長
）
の
な
か

の
仲
良
き
会

九
人
の
皆
さ
ん
で
、
五
月
初
旬

か
ら
毎
週
土
曜
日
の
朝
、
町
内

の
ご
み
集
積
所
を
回
り
、
古
く

な
る
か

一
部
こ
わ
れ
た
だ
け
で

捨
て
ら
れ

て
い
る
粗
大
ご
み
の

な
か
か
ら
拾
い
集
め
て
き
ま
し

た
。
 

松
島
町
老
人
ク

ーフ

ブ
の
女
性
会
員
が
こ

の
ほ
ど
、
ご
み
を
再

生
利
用
し
こ
う
も
り

ガ
サ
三
十
本
を
市
立

中
央
小
学
校
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。
 

松
鶴
会
（
三
上
与
 

r 

~ 



そ
の
な
か
で
、

少

し
手
を

加
え
る
だ

け

で
十
分
使
え
る
カ
サ

を
事
務
局
長
の
山
形

四
郎
さ

ん
が
せ
っ
せ

と
修
繕

し
て
き
た
も

の
で
、
 
「
雨
の
日
、
 

こ
う
も
り
ガ

サ
を
忘

れ
て
き
た
児
童
た
ち

に
役
立
て

て
も
ら
い

た
い
 

」
 
と贈
っ

た
も

の
で
す
。
 

n ミ電事‘ 

或議義謡 
ミ難詳 

⑤ 

薬
響
（
 

ポ
ケ
ッ

ト
吸
い

殻
入

れ
配
る
 

た
ば

一
」組
合

の
皆
さ

ん
 

「
た
ば

こ
は
灰
皿

の
あ
る

と
 
の
投
げ

捨
て
防

止
を
呼
び

か
け
 

こ
ろ
で
 

」
 

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
た
ば

こ
協
同
組
合
 

同
組
合
で

は
、
太
鼓
ま
つ
り

で
は
、
夏
ま
つ
り

の
火
花
大
会
 
が

行
わ
れ
た
三

日
タ
、

お
祭
り

が
行
わ
れ
た
八
月
四
日
タ
、

花
 

広
場
で

た
ば

こ
の
試
煙
会
を

行

火
見
物
客
に
ポ
ケ
ッ
ト
吸
い
殻
 
な
い
、

た
ば

こ
は
地
元
で

買
い
 

入
れ
八
百
個
を
配
り
、
吸
い
殻

‘
 
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
 



?y
 

護
費

書
曹

肇
舞
・
寿
曹
尋
謡
裏
裏
醜
ま
竜
謡舞
舞
編

童
醜
舞

寒
奪
4
奪
裏
舞
一舞
篇

国
魯
桑
鵬
霧
隻
書
議
曽
車
二
 

ロ
受
講
資
格
 

収
容
人
員
三
十
人
以
上
の

不

特
定
多
数

の
人
々
を
収
容
す
る

防
火
対
象
施
設
及
び
収
容
人
員

五
十
人
以
上
の
防
火
対
象
施
設

で
、
施
設
の
管
理
・
監
督
の
立

場
に
あ
る
方
並
び
に
こ
れ
に
準

ず
る
方
 

ロ
と
き
 
九
月
二
＋
六
（
水
）
 

二
十
七
（
木
）
の
二
日
間
。
 

（
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

三
十
分
ま
で
。）
 

口
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

二
階
集
会
室
 

ロ
申
込
み
期
間
 

防
火
管
理
者
・
資
 格
取
得
講
習
会
 

八
月
十
日
か
ら
八
月
三
十
日

ま
で
 

ロ
申
込
み
先
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
予

防
係
（
胃
⑤
二
〇
一
九

番

・
内

線
二
四
二
一
五
番
）
 

‘
諮
胃
？

掃
豊
熱
難
無
癖

葺
離
鱗
）
毒
＼
筆
胃
 

県
で
は
老
齢
者
の
実
態
を
は

握
す
る
た
め
、

民
生
委
員
の
協

力
で
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

対
象
と
な
る
世
帯
の
方
は
、
 

調
査
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

ロ
調
査
期
間
 
九
月
一
日
か
 

老
齢
者

の
実
態
調
査
を
実
施
 

第
五
回
五
高
音
楽
部
 

定
期
演
奏
会
 

ロ
と
き
 
八月
二
十
五日
（土
）
 

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ホ
ー
ル
 

ロ
入
場
 
無
料
 

O
B等
の
賛
助
出
演
も
あ
り
 

ま
す
。
 

ら
九
月
 
十
日
ま
で
 

ロ
調
査
対
象
世
帯
 

1
 
六
十
五
歳
以
上
の
一
般

老
齢
者
 

2
 
ひ
と
り
暮
し
の
老
齢
者
 

3
 
六
十
歳
以
上
の
寝
た
き

り
老
齢
者
 

り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
水

道
料
金
の
ロ
座
振
替
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
十

一
月
一
日

か
ら
排
水
施
設
使
用
料
金
も

口

座
振
替
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
 

数

使
用
料
金
納
付
は
口
座
振
替
で
 

取
扱
い
指
定
金
融
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店

ク
 

広
田
支
店
 

津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店

東
奥
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店

み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支
店

五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合
本
所
 

ク
 
栄
支
所
 

ク
 
松
島
支
所

栄
村
農
業
協
同
組
合
 

松
島
村
第

一
農
業
協
同
組
合
 

施
使
用
料
金
額
収
書
、
預
金
通

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支
店
 

帳
と
届
出
印
、
収
入
印
紙
（
一

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
 

〇
〇
円
）
を
お
持
ち
に
な
る
だ

利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
か
市
 

け
で
す
み
ま
す
。
 

図
書
整
理
技
術
 

ロ
と
き
 
八

月
二
十
八

日
 

（
火
）
、
二
十
九
日

（
水
）
の

二
日
間
。
 
（
午前
九
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

ロ
参
加
対
象
者
 
公
共
図
書

館
、
公
民
館
、
学
校
図
書
館
、
 

そ
の
他
 

ロ
講
師
 
公
共
図
書
館
、
学

校
図
書
館
関
係
者
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 
「

青
森
 

講
習
会
 

県
図
書
館
資
料
整
理
基
準
」
、
 

「
日
本
十
進
分
類
表
」
（
七
版
）
 

ロ
お
申
込
み
 
八

月
二
十
一

日
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
所
属

機
関
名
を
添
え
、
五
所
川
原
市

字
栄
町
一
一
九

（
郵
便
番
号
〇

三
七
）
五
所
川
原
市
立
図
書

館
 

（
胃④
四
三
三
四
番
）
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

下
水
道
課
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

手
続
き
は
、
最
近
の
排
水
施
 

1 第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 

と 	 き と 	こ 	ろ 部 	落 

8.30 2 :3o-3 :30 松野木松峯寺 松野木、福岡、若山 

8.31 2 :30-3 :30 戸沢公民館 戸沢、平町 

8.31 ・3 :30-4 :30 石田坂集会所 石田坂 

9.4 i :oo~2 :00 広田公民館 広田、七ッ館、浅井 

稲実 

9.4 1 :oo-2 :oo 前田野目公民館 前田野目 

ロ実施期日 8 月20日から ‘午前10時から、 

9 月14日まで 、午後3時までノ

ロ実施場所 下記のとおりです。 

田 	町 対馬内科医院 錦 	町 中村内科医院 

元 	町 カク小児科内科 旭 	町 兼平内科医院 

新 町 増 田 病 院 敷島 町 川崎胃 腸科 

弥生町 荘司内科医院 中平井町 佐々 木医院 

弥生町 佐藤内科医院 中平井町 白生会胃腸病院 

本 	町 森 田 医 院 鶴 ケ 岡 三好診療所 

旭 町 復明堂医 院 神 	山 長橋診療所 

旭 町 江 渡 医 院 羽野木沢 阿 部 医 院 

松島町 木村内科医院 高 	野 山 口 医 院 

柏原町 森内科医院 飯 	詰 松 野 医 院 

布屋町 小笠原内科医院 

※ 上記の場所で実施いたしますが、対象の皆さんは

ぞれぞれ都合のよい所で診査をうけて下さい。 

また診査をうける際は、市福祉事務所発行の「受

診券」 を窓口にお出し下さい。 

無料・老人健康診査14 茎 
老後の幸せは、健康が第一です。 

五所川原市のご老人は、普通の人々の2.5倍お医

者さん通いをしています。 

病気になったらお医者さんに看てもらうのは勿

論大切ですが、それ以前に健康に注意しときどき

指導をうけることが大切です。 

今年も下記の日程で無料健康診査をすることに

なりましたから65歳以上の方は、健康な人も、病

院通いをしている人も全員健康診査と指導をうけ

るようにして下さい。 

と 	 き と 	こ 	ろ 部 	落 

1: 0Q-2 	:oo 毘沙門小学校 毘沙門 

2 : oo--3 : 00 長富公民館 長 富 

888  

2: O0-4 :oo 湊 集 会 所 湊、姥池、千鳥町 

猫測、三ッ谷 

1: OO-3 :oo 福 祉 会 館 下平井町、尻無、桃 

8  

崎、太刀打、一野坪 

2121222324

28
29
29

30 

8  
12 : 30- 2 】 30 中川公民館 桜田、田川、中泊、 

川山、種井、沖飯詰 

1 	: oo--- 2 	: 00 梅田 公民館 梅 田 

8 

1 : 00- 3 :（×〕 中泉公民館 中 泉 888 

 

1 : oo~ 3 : 00 森 	の 	家 新宮町、新宮団地、 

中川、長橋 

I :3o-2 :30 金山昭和館 田中、宮田、悪戸、 

川代田、野崎、金山 

保
健
衛

生
コ

ー
ナ
ー
 

弾鱗瞬誠灘篇臨瀞蓉舞譲繊鵬舞舞糾審誹融遮馴繊癖戸 



給
対
策
会
議
が

七
月
二
十
六
日

十
和
田
市
中
央
公
民
館
で

開
か

れ
、

席
上
、

五
十
三
年
度
に

献

血
に
協
力
し
、

そ
の
実

績
が

と

く
に
著
し
か
っ

た
団
体
、

個
人

に
県
知
事
か

ら
感
謝

状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

当
市
で
感
謝

状
を
受
け
た
団

体
、

個
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

県
立
五
所

川
原
工
業
高

校
、
 

東
北
電
力

翻
会
社

五
所
川
原
営

業
所
、

東
北

電
工
欄
五
所

川
原

営
業
所
、

卿
丸
友
商
事
 

ロ
個
人
 

奈
良

勉
（
三
十
回
以
上

献
血
）
 

鶴
谷
芳
富
、

高
橋
優
、

津
里

諭
、
舘
山
寿
（

以
上
二
十

回
以
 

上
の
献
血
）
 

（敬
称
略
）
 

奈
良
さ
ん
ら
に
県

知
事
感
謝
状
 

五
十
三
年
度
献
血
に
協
力
 

第
六
回
青
森
県
血
液
安
定
供
 
口
団

体
 

八
月
一
日
発
行
の
市

広
報
で

お
知
ら

せ
し
た
 
「移
動
健
康

教

室
」
 
の
日
程
で
、
八
月
三
十
日
 

（
木
）
松
島

地
区
の
場

所
は
松

島
支

所
で
し

た
が
、

都
合
に

よ

り
松
島
団

地
管
理
事

務
所
に
変

更
と
な
り

ま
し

た
の
で

お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

場
所
が

一
部
変
更

移
動
健
康
教
室
 

お子さんを丈夫に 

3歳児の健康診断 

▲対 象 幼 児 昭和50年10月1日から 

51年 4 月1日までに生

まれた幼児 

~母子健康手帳 必ず持参して下さい 

▲受 付 時 間 午後12時30分から 

午後1時30分まで 

A健診場 所 市中央公民館 

地区別の日程は次のとおりです 

月 	日 地 	区 	名 

9 月6 日 
五小学区、小曲地区、新宮

団地、飯詰 

9 月 7 日 
みどり町、三好、栄、毘沙

門地区、松島団地 

10月4月 
七和、長橋、中川、梅沢地

区 

10月 5 日 南小学区、飯詰、松島地区 

⑦ （第 3 種郵便物認可） 
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昭和54年（1979年）8 月15日（453号） 

みんなで結核検診をうけましょう 

保
健
衛
生
コ
ー
ナ
 

ロ料金 無料です 

ロ最近新しい患者が発見されています。 

ロ16歳以上の方は皆んなうけて下さい。 

ロレントゲン撮影は着物を着たまま20秒位で 

終ります。 

ロ配布された受診票に必要事項を記入のうえ 

持参して下さい。 

ロ新市内の地区では血圧測定も行います。 

都合のよい場所で受診して下さい。 

日程は下記のとおりです。 

地 	区 	名 月 	日 場 	所 時 	間 

十
尻
桃

太
石
一

中
前

馬
 

川
無
崎

打
畑
坪
村
庖

性
 

刀
 

野
  

9 月10日 

（月） 

吉 村 商 店 前

新谷電気商会前

葛西勘之亜前

山形豊太郎宅前

小野修一宅前

三浦クリーニング宅前

小野千代造宅前

山内敬司宅前

木村省一宅前 

午前 9:30~lO:00 
ク 	lo:io~lo:4o 
ク 	10 : 50~li :10 
ク 	u: 20~il : 50 

午後 1:00~ 1:20 
" 	i:3o一一 2:00 
ク 	2:10一1 2:30 
', 	2:40~ 3:00 
" 	3:10一1 3:40 

沙
 
中
 
崎
 

沖

桜
毘

共
毘
長
 

詰

田
 
J
栄
門

富
 

飯
 

沙
 

ク
 ク
 
 

9 月11日 

（火） 

古川繁春宅前

桜田集会所前

成田幸雄宅前

共栄集会所前

泉谷正志宅前

原 田 商 店 前

長 富 集 会 所

高 橋 馨 宅 前 

午前 9:30~ 10 】 00 
ク 	10 : b0~b0 : 40 
ク 	ii: 00~li : 20 
" 	ii: 30-12 : 00 

午後 1:20一1 1:50 
ク 	2:00~ 2:20 
ク 	2 】 30一1 3 】 00 
ク 	3:10一1 3:30 

湊 

湊団地、 八 重 菊 

鎌 谷 町 、 	鳥 森 
一 

田 	園 	調 	布 

松島町 1丁目、 2 丁目

松島町 7 丁目、 8 丁目

松島町 4 、 5. 6 丁目

松 島 町 3 丁 目 

9 月12日 

（水） 

倉内貨物営業所前

湊団地集会所前

木村重治宅前

大和山道場前

前 田 商 店 前

木村昂悦宅前

菊地理容所前

毛 内 商 店 前

団地管理事務所 

午前 9:30一1 9 】 50 
ク 	10 : 00一一 l0 : 30 
ク 	10:40一 i1:10 
ク 	11:20一一11 】 40 

午後12:50~ 1:10 
" 	1:20一 1:50 
" 	2:00一一 2 】 30 
" 	2:40一1 3:10 
ク 	3:20~ 3:40 

豊
俵
野
 

神
松

戸
石
若

福

成
元
里
 

山

木
沢

坂

山

岡
 

ク
 

野
 
田
 
 

9 月13日 

（木） 

工藤友衛宅前

俵元公民館前

野里集会所前

長 橋 支 所 前

成田直正宅前

長 尾 商 店 前

戸沢公民館前

石田坂公民館前

若山公民館前 

佐々木商店前 

午前 9:30一1 9:50 
ク 	10 : 00~b0 : 20 
ク 	10 : 30~b0 : 50 
'- 	ii: 00~li : 20 
ク 	11: 30-12 : 00 

午後 1:00・～1 1:30 
" 	1 】 40一一 2 】 00 
ク 	2:b0-2:30 
ク 	2:40一一 3:00 
ク 	3:10一1 3:40 

隆
 
朝
 

興飯
 
日
詰
 

 

、
 

ク
 
グ
 

ク
 
ク
 

ク
 
ク
  

9月14日 

（金） 

婦人ホ ー ム前

飯詰郵便局前

鳴海理容所前

飯 詰 支 所 前

新岡兵三宅前

下岩崎集会所前

浜館良一宅前

野宮義造宅前 

午前 9:30~b0:00 
ク 	10 : b0~b0 : 30 
ク 	10 : 40~il :10 
. 	11: 20~ili50 

午後 1:00へ一 1:30 
ク 	1:40一一 2:10 
ク 	2:20~ 2:50 
ク 	3:00～一 3:30 



▽
ネ
ジ
バ
ナ

（
ラ
ン
科
）
。
 

日
あ
た
り

の
よ

い
草
原
な
ど

に
生
え
る
多
年
草
で
す
。
花

の
色
が
淡
紅
色
で

美
し

い
こ

と
と
、
花
の

つ
き
方
が

ラ
セ

ン
状
に
な
っ

て
変
わ
っ

て
い

る
こ
と
か
ら
誰
か

ら
も
心
を

寄
せ

ら
れ

て
い
る
可
愛
い
花

で
す
。
 

和
名
は
、

ラ
セ
ン
状
に
花

が

つ
い
て
い
る
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。

モ
ジ
ズ
リ
と
も
呼
 

（八
月
中
旬
ー
八

月
下
旬
）
 

ん
で
い
ま
す
。
 

▽
ク
ズ

（
マ
メ
科
）
。
津
軽

で
は
、

ク
ン
ジ
ョ

と
呼
ん
で

い
て
み
ん
な
に
よ

く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

万
葉
植

物
と
し

て
も
有
名
で
、

十
八
首
が

よ

ま
れ
て
い
ま
す
。
根
か

ら
葛
粉

を

つ
く
る
こ

と
が
で
き
葉
は

牛
馬
の
飼

料
と
し
て

注
目
さ

れ
て
い

ま
す
。
 

和
名
の
由

来
は
国
栖
（
ク

ズ
、

奈
良
県
）
の
人
が
、

売
 

り
に
き
た
粉

と
い
う
こ

と
に

よ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

▽
オ
ミ
ナ

干
ン

（
オミ
ナ

エ
シ
科
）
。秋
の

七
草
の
ひ

と

つ
と
し
て
有
名
で
す
。花
の
色

と
姿
が

美
し
く
、
和
名
の
“
女

郎
花
）
（
ォ
ミ
ナ

エ
、
ン）
と
つ

い
た
こ
と
が
う
な
ず
か
れ
ま
す
。
 

同
属
に

オ
ト

コ
エ
シ
と
い

う
の
が
あ
り
、

こ
れ
と
対
比

し
て
み
る

と
和
名
の
実

感
が

わ
き
ま
す
。

津
軽
で

は
ア
ワ

バ
ナ
と
か
ボ
ン
バ
ナ

と
か
呼

ん
で
ま
す
。
 

（
津
軽
フラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
）
 

轟
舞
義
誕
婆
）
 

農
業
の
後
継
者
が
、

農
地
 
い

場
合
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

等
の
生

前
一
括
贈
与
を

受
け
 
を

提
供
し

て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

た
と
き

の
贈
与
税
額
は
、
 
ー
 

イ
 
国
債
及
び

地
方
債

定

の
手
続
き
を

し
ま
す
と
、
 

ロ
 
税
務
署
長
が

確
実

と
認
 

農
地
等
の

贈
与
 

農
地

者
ま
た
は

受
贈

者
が

死
亡
の
日
 
耳

ま
で
納
税
が

猶
予

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
納
税

の
猶
予
を
受
け

る
に
は
、
納
税
の

猶
予
税

額

及
び
利
子
税
の

額
に

見
合
う

担
保
を

必
要
と
し

ま
す
。

担

保
は
原
則
と
し

て
農
地
等
で
 

権
を
設

定
す

る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、

贈
与
に

よ
る
所
有

権
移

転
登
記
が
未

了
に

な
っ

て
い
ま
す
と
、

処
理
が

遅
れ

ま
す
の
で

納
税

の
猶
予
に
か

か
る
農
地
等
の

証
明
書
交

付
 

“
 

を
済
ま
せ

て
お

く
よ
う
ご
留
意
下
さ

い
。
 

く
わ
し

い
こ
と
は
税

務
署

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
税
務
署
 

云

④
三
ニ

ニ
六
番

）
 

す
が
、

農
地
等
 

を
提
供
で
き

な
 

め
る
社
債
、

有
価
証

券
 

ハ
 
土
地
（
農

地
等
以

外
の

も
の
。）
 

ニ
 
税
務

署
長
が

確
実

と
認

め
る
保
証
人
 

農
地
等
に

つ
い
て
は
抵
当
 

農
地
を
生
前
に

一
括
贈
与
を
 
後
は
で
き

る
だ

受
け
た
と
き
の
納
税
猶
予

の
担
保
 
け
渚
逢
流
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

昭和54年（1979年）8 月15日（453号）⑧ （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

くらしと趣味の教室 

市勤労青少年ホームでは、下記の教室の受講者を募集してお

ります。ふるってご応募下さい。 

教室名 性 別 定員 と 	き 曜 日 回数 

料理教室 男・女 20人 9月18日から11月20日 火曜日 10回 

陶芸教室 男・女 20人 9 月18日から12月25日 火曜日 15回 

社交ダンス 男・女 20人 9 月5日から11月28日 水曜日 12回 

着付教室 女 20人 9 月6日から12月13日 木曜日 15回 

茶道教室 男・女 15人 9 月21日から11月30日 金曜日 10回 

写真教室 男・女 10人 9 月7 日から11月9 日 金曜日 10回 

曲
が
り
か
ど
 
い
つ
も
危
険
が
 
か
く
れ
て
る
 

交通安全母の会 

ご存じでしょうか 

交通安全母の会は、全国的な組織であり青森県内でも

全市町村に結成されております。 

交通安全母の会の目的は、母親の立場から交通安全を

推進し、交通事故のない明るく平和な交通環境づくりを

大きな目的としております。 

この会の事業は、家庭内における交通安全教育の推進、 

酒飲み運転追放運動、子供と老人を交通事故から守る運

動など多くの事業を行っております。 

現在五所川原市内には、五所川原、飯詰、三好、松島

のほか野里、毘沙門、長富地区で交通安全母の会が結成

されており、それぞれ各地区において活動されておりま

す。 

お母さん方の力で、家庭から、地域から、交通事故をな

くし、明るい平和な郷土づくりのため、ぜひ交通安全母

の会に加入されますようおすすめします。 

間
 
者
 

ロ時 間 午後6時30分から 9時まで 

ロ対 象 者 勤労青少年、初心者 

口受 講 料 無料です。 （ただし材料費はいただきます。） 

ロ申込み締切 8 月31日まで 

ロ申 込 先 勤労青少年ホーム（電④）3602番） 
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